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•ユーザインターフェイスの設定（1ページ）

ユーザインターフェイスの設定
GUIを設定するには、インターネットにアクセスするために、イーサネットポート付きのラッ
プトップコンピューターなどのデバイスが必要です。Chromeブラウザがデバイスにインストー
ルされていることを確認します。Cisco Tetrationクラスタの最上位のサーバにデバイスを接続
するために、イーサネットケーブルが必要です。

ステップ 1 インターネットデバイスに IPアドレス 2.2.2.1/30 (255.255.255.252)を設定します。

ステップ 2 Cisco Tetrationクラスタの最上位のサーバの LOMポート 2にインターネットデバイスのイーサネットポー
トを接続するには、イーサネットケーブルを使用します。

ステップ 3 インターネットデバイスで、Chromeブラウザを開き http://2.2.2.2:9000に移動します。

Chromeブラウザは、このプロセスでテストした唯一のブラウザです。（注）

Cisco Tetrationセットアップ診断ページが開きます。

図 1 : 8-RU Cisco Tetrationクラスタの診断ページ
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図 2 : 39-RU Cisco Tetrationクラスタの診断ページ

ステップ 4 診断ページにエラーがある場合は、この手順を継続する前に、クラスタデバイスの間のケーブル接続に破
損した接続がないかどうか、またはケーブルが間違って経路指定されていないかどうかをチェックします

(すべてのケーブル配線を検証するためには、付録の配線表を使用してください)。完了したら、ステップ
2に戻ります。

ステップ 5 [Continue]ボタンをクリックします。

RPMアップロードページが開きます。
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図 3 : RPMアップロードページ

サイト設定ページが代わりに開いた場合、次の URLを入力して、RPMアップロードページを開
きます。

http://2.2.2.2:9000/upload

（注）

ステップ 6 RPMファイルを Cisco Tetrationクラウドにアップロードします。

次の順序でファイルをアップロードする必要があります。

1. tetration_os_rpminstall_k9

2. tetration_os_UcsFirmware_k9

3. tetration_os_adhoc_k9

4. tetration_os_mother_rpm_k9

5. tetration_os_base_rpm_k9

RPMをアップロードするためには、以下のサブステップを実行します。

a) [Choose File]をクリックします。
b) RPMに移動して選択し、[Open]をクリックします。
c) [Upload]をクリックします。

各 RPMをアップロードすると、ページの RPMのリストは更新されません。これは想定されている動
作です。

tetration_os_mother_rpm_k9-2.1.1.31-1ファイルのアップロード後にエラーが表示された場
合は、約 5 ~ 10分待ってから、ページをリロードします。ページをリロードした後、アップロードさ
れた RPMのリストが表示されるはずです。エラーは orchestratorの再起動によるものであり、問題で
はありません。
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d) 各 RPMの次のステップを繰り返します。

RPMのアップロードが完了すると、[サイト設定 (Site Config)]ページが開きます。

ステップ 7 [Site Config]ページの [General]、[Email]、[Network]、[Service]、および [UI]フォームを使用して、新しい
サイトを次のように設定します。

• [General]フォーム

1. [Site Name]フィールドに、一意のクラスタ名を入力します。

2. [SSH Public Key]フィールドに、認証キーを貼り付けます。

クラスタ SSHアクセスに使用できる独自の SSHキーペアを生成します。

ta_guestアクセスを使用してクラスタをトラブルシューティングまたは回復するために、
SSHキーを安全で永続的な場所に保管しておくことを強く推奨します。

（注）

3. [Next]をクリックします。

• [Email]フォーム

1. 必要な電子メールアドレスを入力します。

2. [Next]をクリックします。
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• L3フォーム

それぞれの要求されたアドレスを入力します。

• [Network]フォーム

1. [InternalnetworkIPaddress]フィールドに、オーケストレータ展開出力からアドレスを貼り付けま
す。

2. [External network IP address]フィールドに、オーケストレータ展開出力からアドレスを貼り付け
ます。

3. [External gateway IP address]フィールドに、オーケストレータ展開出力からアドレスを貼り付け
ます。

4. [DNSresolver IPaddress]フィールドに、オーケストレータ展開出力からアドレスを貼り付けます。

5. [DNS domain]フィールドに、DNSドメイン（たとえば、「cisco.com」）を入力します。

6. [Next]をクリックします。

• [Service]フォーム

1. [NTP Servers]フィールドに、オーケストレータ展開出力から NTPサーバ名または IPアドレス
のスペース区切りのリストを入力します。

2. [SMTPServer]フィールドに、CiscoTetrationが電子メールメッセージの送信に使用できるSMTP
サーバの名前または IPアドレスを入力します（このサーバは Cisco Tetrationからアクセス可能
である必要があります）。

3. [SMTP Port]フィールドに、SMTPサーバーのポート番号を入力します。AWSは、ポート 25と
465の使用を制限します。アカウントを正しく構成するか、またはポート 587を使用する必要が
あります。

4. [SMTP Username]フィールドに、SMTP認証用のユーザ名を入力します。

5. [SMTP Password]フィールドに、SMTP認証用のパスワードを入力します。

6. (オプション)[HTTP Proxy Server]]フィールドにインターネットの外部サービスにアクセスする
ために Cisco Tetrationで使用される HTTPプロキシサーバの名前または IPアドレスを入力しま
す。

7. (オプション) [HTTP Proxy Port]フィールドに、HTTPプロキシサーバーのポート番号を入力し
ます。

8. (オプション)[HTTPsProxyServer]]フィールドにインターネットの外部サービスにアクセスする
ために Cisco Tetrationで使用される HTTPsプロキシサーバの名前または IPアドレスを入力しま
す。

9. (オプション) [HTTPs Proxy Port]フィールドに、HTTPsプロキシサーバのポート番号を入力し
ます。
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10. (オプション)[Syslog Server]フィールドに、アラートを送信するために、Cisco Tetrationで使用で
きる syslogサーバの名前または IPアドレスを入力します。

11. (オプション)[Syslog Port]フィールドに、syslogサーバのポート番号を入力します。

12. (オプション)[Syslog Severity]フィールドに、syslogメッセージの重大度レベルを入力します。可
能な値には、情報、警告、エラー、緊急、アラート、重要な注意が含まれます。

13. [Next]をクリックします。

• [UI]フォーム

1. [UI VRRP VRID]フィールドに、一意の VRIDが必要なければ、「77」を入力します。

2. [UI FQDN]フィールドに、クラスタにアクセスする完全修飾ドメイン名を入力します。

3. [UI Airbrake Key]フィールドは空白のままにします。

4. [Next]をクリックします。

Cisco Tetrationは、構成時の設定を検証し、設定のステータスを表示します。

• [Advanced]フォーム

1. 外部 IPフィールドに、外部の IPアドレスを入力します。

2. [Continue]をクリックします。

ステップ 8 障害がある場合は、Backボタンをクリックし、設定を編集してください (ステップ7を参照してください)。
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これらの設定は、このページから続行した後はセットアップGUIで変更できません。ただし、後
で GUIの [会社 (company)]ページから設定を変更できます。

（注）

ステップ 9 設定に対して障害が書き留められておらず、変更を加える必要はない場合、[続行]ボタンをクリックしま
す。

CiscoTetration指定した設定に従って設定します。このプロセスは、ユーザ側のインターラクションなしで
1 ~ 2時間かかります。
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